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謹んで新年のご祝詞を申し上げます

中 泊 町 副 町 長 横 野 彰 吾

中泊町教育委員会教育長 米 塚 鈴 子

中泊町選挙管理委員会委員長 田 中 彰 一

中泊町代表監査委員 葛 西 昭 文

中泊町固定資産評価
　審査委員会委員長 佐 藤 恭 一

中泊町農業委員会会長 松 坂 龍 美

中 泊 町 消 防 団 団 長 長 利 　 司

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
開
始
な
ど
、
多
く
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
新
し
い
施
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
自
身
初
と
な
る
町
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
先
般
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
「
第

２
次
中
泊
町
長
期
総
合
計
画
」
の
実
施
計
画

を
新
た
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
計
画
は
、
町
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
に
向
か

っ
て
い
く
た
め
、
必
要
な
施
策
を
具
体
的
に

示
し
た
も
の
で
、
今
後
の
町
政
運
営
に
あ
た

り
、
と
て
も
重
要
な
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
と
、
産
業
振
興
に

つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
分
野
で
新
た
な

産
業
の
創
出
を
図
る
こ
と
で
第
１
次
産
業
の

振
興
を
図
り
、
就
業
者
の
所
得
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
安
定
し
た
雇
用
の
場
を
確
保
し
て
若

年
層
の
町
外
流
出
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

か
し
た
事
業
と
、
農
業
・
漁
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
そ
の
相
乗
効
果
を
企

図
し
て
お
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ガ
ン
な
ど
病
気
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
体
制
を
整
備
し
て
健
康
寿
命
の

延
伸
を
図
る
ほ
か
、
今
後
訪
れ
る
超
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
住
ま
い
・
交
通
な
ど
を
「
縦
割
り
」
で

は
な
く
、
す
べ
て
連
携
し
た
「
青
森
県
型
地

域
共
生
社
会
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

方
の
役
割
分
担
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
の

自
由
度
を
高
め
る
地
方
分
権
改
革
が
進
展
し
、

地
方
公
共
団
体
は
魅
力
あ
る
地
域
を
目
指
し
て

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
独
自
の
施
策
の
展
開
に

よ
る
町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
の
大
き
な
課
題
は
、
少
子

高
齢
化
で
あ
り
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
事
態
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
12

月
、
政
府
は
「
人
づ
く
り
革
命
」
と
「
生
産

性
革
命
」
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な
政
策
を

打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
「
人
づ
く

り
革
命
」
に
お
い
て
は
、
当
町
が
先
行
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
や
、
世
帯
の
所
得
等
に
応
じ
た
高
等
教
育

の
無
償
化
な
ど
、
町
民
の
生
活
に
直
結
す
る

政
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業

と
い
っ
た
産
業
の
衰
退
が
、
過
疎
化
、
少
子

化
の
進
展
に
お
け
る
大
き
な
要
因
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
昨
年
の
稲
作
は
、
冷
害
の
心
配

を
よ
そ
に
、
平
年
並
み
の
作
付
け
と
な
り
、

米
価
も
安
定
し
た
価
格
で
取
り
引
き
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
ひ
と
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
一
方
で
、
漁
業
者
は
引
き
続
き
の

燃
油
の
高
騰
に
加
え
、
漁
獲
量
が
大
幅
な
減

少
と
な
り
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
私
ど
も
議
会
人
も
産
業
の
復
活
、

所
得
の
安
定
こ
そ
が
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
非
常
に

難
解
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
が
山
積
す
る
中
、
昨
年

４
月
、
小
野
俊
逸
前
町
長
か
ら
職
務
を
引
き

継
い
だ
濱
舘
豊
光
新
町
長
は
、
早
速
、
役
場

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
清
々
し
く
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
町
政
の
推
進
に
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
４
月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
町
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
責
任
の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
既
決
予
算
の

な
か
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
７
月
に
日
本

郵
便
さ
ん
と
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
相
互

協
力
協
定
の
締
結
、
メ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
の
「
メ

バ
チ
ン
！
」
と
「
メ
バ
焼
き
！
」
の
デ
ビ
ュ

ー
、
11
月
に
は
北
海
道
・
東
北
で
初
と
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
自
治
体

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
中
泊
町
議

会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
平
素
か
ら
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と

議
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
町
の
話
題
と

致
し
ま
し
て
は
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
郷
土

の
宝
で
あ
る
関
取
２
人
の
活
躍
。
特
に
阿
武

咲
関
の
三
役
昇
進
と
そ
の
取
り
口
は
、
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
も
両
関

取
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
と
言

え
ば
、
北
朝
鮮
の
発
射
実
験
に
よ
る
ミ
サ
イ

ル
が
日
本
上
空
を
通
過
し
た
こ
と
。
国
民
保

護
放
送
や
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
警
鐘
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
く
な
ど
、
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
日
本
海
沿
岸

で
相
次
ぎ
発
見
さ
れ
た
北
朝
鮮
の
漁
船
問
題
。

町
民
の
皆
様
も
安
心
で
き
な
い
国
際
情
勢
に

不
安
を
抱
い
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
地
方
自
治
法
70
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
11
月

に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
盛
大
に
記
念
式

典
が
催
さ
れ
、
地
方
自
治
の
意
義
と
重
要
性

を
再
認
識
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
今
で
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
、
高

度
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
社
会
の

変
化
、
世
界
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
国
と
地

　

ま
た
、
当
町
は
伝
統
的
に
ス
ポ
ー
ツ
の
町

で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
も
、
大
相
撲
に
お
い

て
２
人
の
幕
内
力
士
が
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、

各
種
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
全

国
、
東
北
、
県
大
会
な
ど
で
活
躍
す
る
多
く

の
ア
ス
リ
ー
ト
が
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
町

民
の
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
活
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
間
交

流
の
た
め
の
交
通
基
盤
や
道
路
・
情
報
・
住

宅
な
ど
の
生
活
基
盤
を
整
備
す
る
ほ
か
、
防

災
・
防
犯
・
消
防
体
制
を
強
化
し
災
害
や
雪

に
強
い
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
以
来
、
ま
だ
９
か
月
ほ
ど
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
町
政
運
営
の
現
場
に
入
り
、

改
め
て
当
町
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
厳
し

さ
を
肌
で
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
度
策
定
し
ま
し
た
実
施
計
画
を
基

本
と
し
て
、
「
大
地
の
恵
と
海
の
幸
」
を
最

大
限
に
活
か
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

長
期
総
合
計
画
で
目
指
す
「
希
望
の
ま
ち
」

に
ご
案
内
で
き
る
よ
う
１
歩
１
歩
前
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、
今
後
様
々

な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
る
よ

う
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
施
策
の
一
部
が
、
第

２
次
長
期
総
合
計
画
「
実
施
計
画
」
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
平
成
30
年
は
減
反
制

度
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
農
業

所
得
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
農
家
の
皆

様
に
と
っ
て
良
い
方
向
に
進
む
こ
と
を
願
い
、

要
請
活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
12
月
に
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
私

ど
も
の
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

改
選
後
は
議
員
定
数
が
２
人
削
減
さ
れ
ま
す

が
、
ま
ず
は
今
年
１
年
、
し
っ
か
り
と
議
会

を
ま
と
め
上
げ
、
重
責
を
全
う
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
町
議
会
議
員
は
、
濱
舘
町
政
を
支

え
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民

の
代
表
と
し
て
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
、
活
発
な
議
会
活
動
を
通
し
て
、

皆
様
の
声
を
町
政
に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。

町
民
福
祉
の
向
上
と
町
政
発
展
の
た
め
に
努

め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
新
し
い
年
が
町
民
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
１
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

中
泊
町
長

濱 

舘 
豊 
光

「大地の恵と海の幸」
を最大限に活かす

町政発展に
向けて

中
泊
町
議
会
議
長

兵 

庫 

桂 

藏
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②濱舘町政始まる ①新庁舎開庁

③修学旅行で町に貢献

④町出身力士の活躍！⑤めいぶつチョイス出店

⑥新ご当地みやげ「メバルでチン！」デビュー⑦中泊メバル膳祝４万食達成！

⑧活躍する中里高校SBPの2年目は？

⑨3年連続米価回復⑩郵便局と協定！連携体制を確立！

新庁舎での住民サービスがスタート。水産商工観光課、教育委員会、
保健センターも集約され、ワンストップサービスを充実。また、防災
拠点としての設備を完備。

長期総合計画における実施計画を作成。
重点項目では、町ブランドの構築や中泊
メバ活プロジェクト、総合福祉センター
建設など全５事業が掲げられた。

メバル膳の煮つけを家庭で食べられるレトルト商品「メ
バルでチン！」がメバル膳デビュー２年を記念して発売。
人気を集めている。

デビュー２年目を迎える人気のメバル膳が４万食を達
成。３年目も新商品開発などさらに盛り上がりをみせる。

町
出
身
力
士
で
あ
る
阿
武
咲
関
は
初
の
三
役

昇
進
。
宝
富
士
関
は
生
涯
の
伴
侶
を
得
て
更

な
る
活
躍
を
期
待
。
来
場
所
が
楽
し
み
。

マイナンバーカードを利
用した地域応援ポイント
を活用して、特産品を購
入できるオンラインサイ
ト「めいぶつチョイス」
に参加。９月25日㈪の
オープン時は、北海道・
東北で初めての出店。

冷害が懸念された今年であったが全体的に収量の確
保がされた。米価も若干の上昇をみせ、生産者にも
安堵の表情がみられた。

平常時の高齢者の見守りや災害発生時の車両提供、避
難者リスト情報の提供など相互に協力要請が可能に。
安心・安全な町へ向け前進。

町
立
小
中
学
校
修
学
旅
行
先
で
、
手
作
り

マ
ッ
プ
な
ど
を
片
手
に
町
を
Ｐ
Ｒ
。
旅
先

で
会
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
お
礼
の
手
紙
や
問

い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
。

昨
年
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
活
動
を
始
め

た
中
里
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
今
年
度
の
活
動
は
、
メ
バ
ル
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
た
い
焼
き
「
メ
バ
焼
き
！
」
を
開
発
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
売
り
切
れ
続
出
！
来
年
は
さ
ら
に
…
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ニュー・スポーツに親しんでもらおうと、12月３
日㈰町体育センターで小学生を対象としたキッズ

スポーツフェスティバルが開催されました。この日は、
中里・武田・薄市の小学生ら約40人が体育館に集まり、
ストラックアウトやスポーツ吹き矢、柔らかいフリス
ビーを使い、ドッジボールのルールで遊ぶ「ドッジビー」

などを楽しみました。豪華賞品をめぐってトーナメント形式で行われたニチレクボールでは、見学していた父兄
からも応援の声が上がり、盛り上がりを見せていました。参加した児童らは「フリスビーが難しくいろいろな方
向に飛んでいった。ニチレクボールが楽しかった。負けたけどもう一回やりたい」と話していました。

アルミ缶リサイクル協会が行っているアルミ缶小・
中学校回収協力者表彰で、薄市小学校が優秀校に

選出されました。アルミニウム缶の回収活動が特に優れ
ているとして選ばれ、11月13日㈪には、薄市小学校で
感謝状の授与が行われました。活動を行った今本皓也く
ん（今泉下）と野上孝太郎くん（下高根）が代表して、感謝
状と記念品を受け取りました。

　また、アルミニウムの原材料である、ボーキサイトやアルミナの説明を受けたり、１kgのアルミニウムの延
べ棒を持ち上げたりしていました。２人は「家で出たアルミ缶を集めました。リサイクルした方が電気代がかか
らないというところにおどろいた。これからもリサイクル活動を続けていきたい」と話していました。

若手農業者で結成されたばろかだる会（会長・秋元正和）
が11月22日㈬、濱舘町長を訪れ「中泊町産コシヒカリ」

の出来を報告しました。通常、福島県や新潟県より南で作付
けされるコシヒカリ。当町でも収穫しようと取り組み、今年
で３年目となりました。
　濱舘町長は「当町でもコシヒカリができるとは驚いた。若
手農業者のみなさんがいろいろな取り組みに挑戦することで、
町の農業が発展することを期待しています」と激励しました。

長年にわたり町のスポーツ推進委員として地域のスポーツ振
興に尽力する加藤豊さん（五林）が、その功績を認められ、

茨城県で開催された全国スポーツ推進委員功労者表彰（文部科学
大臣表彰）で表彰を受けました。12月１日㈮には役場町長室を訪
れ、濱舘町長に報告しました。町長は「町のスポーツ推進、いつ
もありがとうございます。これからも」と激励すると、加藤さん
は「子どもたちが楽しんで体を動かして続けられるように」と意気込みを語りました。

県で初めて農業経営士の認定を受け、多角的な経営展開で
地域活性化に取り組む佐藤イネ子さん（薄市下）が、多年

にわたる農業従事が認められ黄綬褒章を受章しました。
　11月17日㈮には、濱舘町長を訪問し、受章の報告をしました。
町長は「受章おめでとうございます。佐藤さんの長年の取組が
認められたのだと思う。これからも、活性化のためにがんばっ
てほしい」と激励しました。佐藤さんは「こんな名誉をいただ
けるとは思ってもいなかったので、とても嬉しい。継続するこ
とで農業が活性化してくれれば」と意気込みを話していました。

新岡精弥杯争奪剣道大会が11月19日㈰、体育センターで開
催され、西北五や弘前市地区から小・中学生約200人が

参加しました。
　開会式では、応援にかけつけた濱舘町長が「みなさんの日頃
の努力の成果を出せるようがんばってください」と激励しまし
た。その後、個人・団体の試合が行われ、会場には選手たちの
掛け声と竹刀の音が響きました。

武田小学校の１・２年生29人と保護者８人が12月18日㈪、
小学校の調理室で豆腐づくりを行いました。豆腐づく

りには、町グリーン・ツーリズムの会「かけはし」の畑の学
校・食卓の学校で収穫した自分たちの大豆を使いました。
　かけはしの会員らの指導のもと、ミキサーで豆を細かくく
だき、鍋で煮て絞ると豆乳とおからができました。豆乳にに
がりを入れるとだんだんと固まり始め、子どもたち不思議そ
うな顔で見つめていました。
　豆腐づくりを体験した児童らは「自分たちで獲ったから美
味しい。おうちでも食べたい」と笑顔で話していました

平成17年から町の代表監査委員を務める葛西昭文さん（向町
上）がその功績を認められ、東京都で行われた町村監査功労

者表彰式で表彰を受けました。
　12月６日㈬には役場町長室を訪れ、濱舘町長に報告しました。
町長は「おめでとうございます。私たち行政をチェックするエキ
スパートとして、これからも頑張ってほしい」と激励すると、葛
西さんは「今後も、勉強して町の監査をしていけるよう日々努力
していきます」と意気込みを語りました。

みんなで楽しむ簡単スポーツ
2017キッズスポーツフェスティバル

リサイクルを忘れずに!
薄市小学校に感謝状

町のスポーツ発展目指し
加藤豊さんが町長を訪問

中泊町でもコシヒカリ
ばろかだる会が訪問

農業の活性化を目指して
佐藤イネ子さんが黄綬褒章受章

剣士たちが技を競う
第24回新岡精弥杯争奪剣道大会

監査の目、これからも
葛西昭文さんが町長を訪問

育てた大豆を味わう
武田小１・２年生が豆腐づくり

まちの話題 Topicsまちの話題Topics
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中里柔道会主催の第23回米塚義定杯争奪柔道大会が、11月26日㈰
体育センターで開催され、町内外から集まった選手約270人が出

場しました。同大会には未就学児から中学生まで幅広い年代が参加し、
会場には気合いのこもった声と受け身の音が響いていました。選手た
ちは、日頃の練習の成果を発揮しようと、保護者らの応援を背に、真
剣な表情で試合に臨んでいました。中里誠心塾、中里中学校から出場
した選手の試合結果は次のとおりです。

■団体…小学校団体２位　中里誠心塾／中学校男子団体３位　中里中学校　■個人（幼年、小学校）…男子１年３
位　加賀田悠仁、長利元大／男子２年２位　佐藤秀麿／男子４年３位　佐井川友也／女子４年３位　葛西萌恵
■個人（中学校）…男子２年２位　奈良竜登　■米塚賞…奈良竜登

日本新聞協会が、新聞販売店の優れた地域活動に贈る
「地域貢献賞」に当町の東奥日報中里・鈴木新聞店

の鈴木定雄さんが選ばれました。鈴木さんは、平成15年
から武田小学校の児童を対象に「水ロケット」作りを指
導しています。

　12月18日㈪には役場町長室を訪れ、濱舘町長に報告しました。町長は「おめでとうございます。これからも、
子どもたちの夢を乗せて飛ばしてください」とお祝いの言葉を贈りました。鈴木さんは「学校から要請がある限
り、子どもたちの思い出づくりに手伝いたい」と意気込みを語りました。

弘前大学地域連携事業を活用した高齢者を対象とした自分史
づくりが、６月から12月まで月１回、中央公民館で実施

されました。今年度も４人の参加者があり、弘前大学の松本大
准教授が講師となり、自分のことや地域のことを話したり聞い
たりし、最後に文章にして自分史づくりを行いました。
　最終回には文集形式の自分史「宝森」が完成し、松本氏から直接、手渡されました。参加者は「過去を振り返
る良い機会だった」「他の参加者の過去のことを知ることができた」「とても良い講座だった。続けてもらいたい」
「自分の宝物にしたい」と感想を述べ、手渡された自分史をみて感慨深そうにしていました。

町建設業協会（会長・平山久宗）が、12月５日㈫大沢内克雪セ
ンターで、除排雪作業の安全祈願を行いました。

　祈願には濱舘町長や同協会関係者など約20人が参加し、除雪
や排雪作業の安全を祈りました。祈願終了後、町長は「いつ地吹
雪による交通障害が生じるか分かりません。事故のないよう除雪
し、道路利用の安全確保をよろしくお願いします」と話し、それ
を受けて除雪に携わる参加者たちは「気を引き締めて、この冬の
除排雪作業をすすめていきたい」と話していました。

小学４年生以上を対象とした防災宿泊体験を11月11日㈯、12日㈰
に中央公民館で実施しました。日本赤十字社青森県支部の学習

では「大切な支援物資の取り扱い方」「災害に対する初動」などを遊
びを取り入れながら学びました。総務課消防防災係の学習では、津波
のことを学び、避難場所の確認を行いました。その後は、ハイゼック
スを使ったご飯の炊き方、命を守るためのロープの結び方を真剣に学
んでいました。避難所ではプライバシーの確保が難しいことを想定し
段ボールを用いてグループで協力し合いながら段ボールハウスを作成
し、寝泊りをしました。参加した児童は「災害が起きると大変なので、
練習した方がいいと思いました」「ロープワークで簡単な結び方を学
べたので良かった」と遊びを通して「防災」をしっかり学びました。

中央公民館では、11月26日㈰にそばづくり教室を開催しまし
た。最初に講師のデモンストレーションと説明を聞きました。

その後、参加者はもう一度手順を聞きながら40分ほどかけて丹
精こめてそばを打ちました。
　打ったそばは、その場でゆでて食し、参加者は「麺は太いけど
うちたてのそばはおいしい。ぜひもう一度参加したい」「自宅で
もそばを打ってみたい」と感想を述べては舌鼓をうっていました。

成田克恵さん（派立下）が地域の福祉関係の悩み
などの相談を受ける民生・児童委員に決まり

ました。12月13日㈬には、役場町長室で濱舘町長
から委嘱状が交付されました。町長から「これからよろしくお願いします。大変だと思いますががんばってくだ
さい」と激励の言葉が贈られると、成田さんは「地域住民のために頑張りたい」と意気込みを話しました。

中泊町のこれからを考えようと、町社会福祉協議会が「第
４回みんなで『かだるべし』中泊」を開催しました。

11月14日㈫に老人福祉センターで、21日㈫に高齢者生活福
祉センターで合わせて69人が参加し、中里地域には町と提
携している明の星短期大学から３人の生徒が参加しました。
　参加者らは、６人程度のグループをつくり「居場所作りに
ついて」「高齢者などの見守りについて」のどちらかのテー
マを話し合い、それらをまとめて発表しました。発表の中に
は、犬や猫など動物とのふれあいをきっかけに多世代との交
流を図る案や、社協カフェやお寺などを使った気軽に集まる
ことのできる居場所づくりなど様々なアイディアがありまし
た。参加者らは「多様な意見を聞くことができて勉強になっ
た。今日出たアイディアが１つでも実行できたらおもしろい」
と話していました。

礼儀正しく､ 勇ましく
米塚義定杯争奪柔道大会

子どもたちに思い出を
鈴木定雄さんが町長を訪問

除排雪の安全を祈願
町建設業協会が安全祈願

過去を振り返って
「自分史 宝森」第３版完成！

もしものために
中央公民館で防災宿泊体験

打ちたてはやっぱりおいしい
新そばづくりに挑戦！

夢のあるアイディアをかだる
中里・小泊地域でかだるべし開催

地域のよき相談相手として
成田克恵さんに委嘱状

まちの話題 Topicsまちの話題Topics



中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ

HOT　INFORMATION町からのお知らせ　　HOT INFORMATION
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※ 申告期間中は、担当職員、相談受付用資料などが申告会場に移動しますので、税務課事務室
での申告相談はできません（提出は可能です）。なお、小泊地域の人は、小泊支所で３月15
日まで申告相談できます。

申告が必要な人、申告に必要なものなど、くわしくは２月配付予定のチラシで毎戸にお知らせいたします。

　平成29年分所得の申告相談を行います。この申告結果は、町・県民税額を決定する
だけでなく、国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者保険料などの課税資料となりま
すので、適正な申告をしてください。
　年金のみの収入または収入がない人も申告されますようお願いします。申告をしない
と、社会保険などの扶養の際に必要な課税（非課税）証明書や所得証明書などを発行でき
ないことがあります。国民健康保険税などの軽減を受ける場合は、国保加入者に未申告
者がいると軽減を受けることができません。また、国民年金の免除申請ができない場合
がありますので、忘れずに申告してください。

◇申告相談受付時間
　午前８時30分～11時
　午後１時～３時
※昼休み（12時～午後1時）

※ 指定日に都合がつかない

人は、申告期間中に他の

会場または別の日に申告

してください。

○町民税・県民税
　役場税務課課税係
　☎ 57－2111
　　　（内線1212・1213）

○所得税
　五所川原税務署
　☎ 34－3136
　※ 音声案内で２番を選択

してください。

１
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31
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し
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ま
で
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◇ 「どんと焼き」開催！◇
　中央公民館では、新年を迎えるための縁起物（しめ縄など）を焼く「どんと焼き」を次のとおり開催しますの
で、希望される人はどうぞご参加ください。
■日　時…平成30年１月13日㈯　午前10時祈祷　※受付は、当日の午前９時～10時までとします。
■場　所…宝の森広場特設会場（B&G海洋センター隣）
■対 象物…しめ縄、門松、破魔矢、お札など、基本的に燃やせるもの。　※不燃物（陶器類など）や「どんと焼き」

の主旨にそぐわないものは、ご遠慮ください。また強風など悪天候の場合は中止となる場合があります。

◇ 第２回そば打ち体験教室参加者募集！◇
　好評につき「第２回そば打ち体験教室」を開催します。参加を希望される人は、電話でお申込みください。
■日　　時…平成30年２月４日㈰　１回目は９時より、２回目は11時より
■場　　所…中央公民館・実習室および大ホール
■対 象 者…町民（中学生までは保護者同伴のこと）　　■募集人員…各回とも10人
■申込期限…１月29日㈪　※募集人員に達した時点で〆切となります。
■参 加 料…材料代として1,000円（当日、徴収いたします）
※ １組で、そば約500ｇ（５食分）となります。その場で召し上がれますが、お持ち帰りになる場合は、タッパ

などをご準備ください。申込みは問合せ先まで。

　

加
入
条
件
や
補
償
内
容
な
ど
詳

し
い
内
容
の
説
明
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　
　

平
成
30
年
１
月
26
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

○
場
所

　
　

町
役
場
１
階
小
会
議
室

○
講
師

　
　

津
軽
広
域
農
業
共
済
組
合

○
内
容

・
収
入
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
青
色
申
告
に
関
す
る
こ
と

・
質
疑
応
答

○
そ
の
他

・ 

説
明
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
収
入
保
険
制

度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

保
険
加
入
す
る
た
め
に
、
青
色

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
は
、
１
年
の
実
績
が
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。

月　日 曜日 対 象 地 区 会　場

２月13日 火 下前上・折戸 すくすく

したまえ館14日 水 下前中・下前浜

15日 木 花丘町・温泉町・新町２

小泊支所

（2階ホール）

16日 金 若葉町・新町１

18日 日 平日申告できない人

19日 月 小泊派立・上町

20日 火 浜町・入舟

21日 水 若宮・下高根

内潟公民館
22日 木 今泉上・今泉下

23日 金 薄市上

26日 月 薄市下

27日 火 芦野・上豊岡

武田公民館
28日 水 田茂木・長泥

３月１日 木 下豊岡・福浦

２日 金 富野・豊島

５日 月 派立上・派立中

中泊町役場

（新庁舎）

（2階大会議室）

６日 火 派立下・向町上

７日 水 向町下・五林

８日 木 宮川・深郷田上

９日 金 宮野沢・深郷田下

10日 土 平日申告できない人

11日 日 平日申告できない人　

12日 月 八幡・大沢内

13日 火 二タ見・尾別

14日 水 竹田・上高根

15日 木 中泊町全域

償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
叅㆒
日
ま
で

１
２
１
３

内
役
場
税
務
課
課
税
係

問

町町・・県民税申告相談が始まります県民税申告相談が始まります
申告期間　２月13日㈫～３月15日㈭

■申告会場・日程

中央公民館からのお知らせ 問 中央公民館 ☎ 57－2341

農
業
経
営
収
入
保
険
制
度

等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

１
８
１
３

内
役
場
農
政
課
農
業
振
興
係

問
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官
公
庁
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
、
建
設
業
許
可
申
請
、
所
得

税
確
定
申
告
、
金
融
機
関
の
融
資

申
込
み
な
ど
の
た
め
、
県
税（
法

人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
・
地
方

法
人
特
別
税
、個
人
事
業
税
な
ど
）

の
納
税
額
ま
た
は
未
納
額
が
な
い

こ
と
の
証
明
書
が
必
要
な
人
は
、

次
の
書
類
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
本
人
申
請
の
場
合

① 

申
請
書（
県
税
部
窓
口
ま
た
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）

② 

納
税
義
務
者（
法
人
の
場
合
は

代
表
者
）の
印
章（
ハ
ン
コ
）

③ 

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

写
真
付
き
の
公
的
書
類
）

④ 

手
数
料（
１
件
に
つ
き
県
収
入

証
紙
４
０
０
円
）

●
代
理
人
申
請
の
場
合

　

前
記
①
④
の
ほ
か
、

⑤ 

委
任
状（
申
請
書
「
委
任
に
関

す
る
事
項
」
欄
を
使
用
で
き
ま

す
。
納
税
義
務
者
本
人（
法
人

の
場
合
は
代
表
者
）が
自
署
捺

印
し
た
も
の
）

⑥ 

代
理
人
の
印
章（
ハ
ン
コ
）及
び

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

写
真
付
き
の
公
的
書
類
）

　

納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
皆

様
の
大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。
窓
口
で
の
確
認
を
厳
正

に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
期
間

は
、
２
月
16
日
㈮
か
ら
３
月
15
日

㈭
ま
で
で
す（
土
・
日
を
除
く
）。

○
開
設
場
所
…
五
所
川
原
税
務
署

　
　
　
　
　
　

１
階
会
議
室

○
開
設
時
間
…
９
時
〜
17
時

　

開
設
時
間
内
の
申
告
書
作
成
の

た
め
、
早
め
の
ご
来
場
を
お
願
い

し
ま
す
。
開
設
前
は
、
申
告
書
作

成
会
場
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、
少

な
い
職
員
で
の
対
応
で
、
待
ち
時

間
が
長
く
な
り
ま
す
。
開
設
期
間

中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
待
ち
時

間
も
な
く
利
用
い
た
だ
け
る
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
自
宅
で

の
申
告
書
作
成
に
活
用
く
だ
さ
い
。

便 

利
１
…
申
告
会
場
に
出
向
く
必

要
な
し
！

便 

利
２
…
確
定
申
告
期
間
中
は
24

時
間
利
用
可
能
！

便
利
３
…
自
動
で
税
額
を
計
算
！

便 

利
４
…
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

に
も
対
応
！

※ 

申
告
手
続
な
ど
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
の
提
示
な
ど
が
必
要
で
す
。

　町では指定管理者制度を導入している次の施設の指定期間満了な
どに伴い、平成30年４月１日からの指定管理者を募集します。指
定管理者制度の趣旨や施設ごとの設置目的を理解いただき、効果的、
効率的に管理運営を行うことができる団体を募集いたします。

《対象施設》

《募集要項》
　 　施設および業務内容のほか、申込資格や提出書類など具体的な

内容は募集要項に記載します。募集要項は希望者のみへの配布と
し、上記表内の担当課で行ないますのでお問い合わせください。

《募集要項の配布および申請の受付》 （※土日・祝日を除く）
　配布時期…平成30年１月９日㈫～１月22日㈪
　　　　　　　配布希望者に限ります。
　受付期間…平成30年１月９日㈫～１月29日㈪
　　　　　　　期日厳守とします。
　※申請資格や提出書類などは、必ず募集要項を確認してください。
　※ 指定管理者制度全般のお問い合わせは、総務課行政係℡57－

2111（内線2014）まで。

　

企
業
会
計
業
務
に
必
要
な
簿
記

３
級
の
知
識
、
お
よ
び
事
務
処
理

を
迅
速
に
行
う
た
め
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ

ル
を
身
に
付
け
、
パ
ソ
コ
ン
ス
キ

ル
を
活
か
し
た
書
類
作
成
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
営
業
・
販
売
・
事

務
の
職
務
に
就
く
こ
と
を
目
指
す

訓
練
で
す
。

○
訓
練
期
間

　
　

平
成
30
年
３
月
１
日
㈭

　
　
　

〜
平
成
30
年
６
月
29
日
㈮

○
訓
練
場
所

　

 

ラ
ソ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室（
五
所

川
原
市
姥
萢
字
船
橋
238－

３
）

○ 

定
員
…
12
人（
応
募
者
が
定
員

の
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○ 

受
講
料
…
無
料（
テ
キ
ス
ト
代

６
，７
０
４
円（
税
込
）お
よ
び

資
格
試
験
の
受
講
料
は
自
己
負

担
で
す
）

※ 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
が
利
用
で

き
ま
す
。

○ 

申
込
み
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職

業
訓
練
窓
口
へ
ご
相
談
の
上
、

平
成
30
年
２
月
２
日
㈮
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１．入札物件
　◇タイヤ・ドーザ　１台
　　・車輪式11ｔ（SA）
　　・会社名…日本キャタピラー合同会社
　　・初年度登録…平成10年11月
２．説明会および入札の日時・場所
　○説明会…平成30年１月12日㈮ 午前10時
　　　　　　中里克雪センター
　○入　札…平成30年1月22日㈪ 午前11時
　　　　　　役場　委員会室２
　※ 説明会時に入札参加の受付をします。受付していない

人は入札に参加できません。
３．契約および代金の納入
　　説明会でお知らせします（印鑑持参）
４．入札参加資格
　 　一般競争入札に参加できる者は、中泊町に住所を有す

る者とする。ただし、次に揚げる要件のいずれかに該当
する者は、入札に参加できない。

　　① 地方自治法施行令第167条の４第１項または第２項
の規定により当町の一般競争入札に参加できない者。

　　② 地方自治法第238条の３に規定する公有財産に関す
る事務に従事する職員。

　　③ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律
（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴
力団その他の反社会的団体およびそれらの構成員並
びにこれらのものから委託を受けていない者。

　これまで、役場・小泊支所などの窓
口で、交付された各種証明書を入れる
封筒は、町が作成したものを窓口用と
して備えていました。
　この度、行財政改革の一環として経
費節減のため、株式会社郵宣協会が広
告主の協賛を受けて作成し町に寄贈さ
れたものを、窓口用封筒として備える
ことになりました。
　ご利用くださるようお願いします。

№ 施　設　名　称 所在地 担当課 問い合わせ先

１ 中泊町老人福祉センター 中 里 福 祉 課 57－2111
（内線1512）

２ 中泊町
小説「津軽」の像記念館 小 泊 教育委員会

小泊事務所
64－2679

（小泊支所）

３ 中泊町野菜集出荷予冷施設 中 里 農 政 課 57－2111
（内線1814）

４ 中泊町野菜育苗施設 中 里 農 政 課 57－2111
（内線1814）

５
主要農業施設

（中泊町農産物加工販売施設
中泊町農村活性化施設）　

中 里 農 政 課 57－2111
（内線1814）

６ 中泊町小泊・港老人憩の家 小 泊 小泊支所 64－2111
（小泊支所）

県
税
納
税
証
明
書
の

交
付
申
請
書
類

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

問☎（
34
）２
１
１
１

２
０
５

内

五
所
川
原
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

五
所
川
原
税
務
署

問☎（
34
）３
１
３
６

指定管理者の募集について
問  役場総務課行政係 内  2014

求
職
者
支
援
訓
練

パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
基
礎
科

ラ
ソ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

問
（
26
）６
８
６
１

☎

町有物品払下げのお知らせ 書類交付窓口の
封筒が変わります

問  役場町民課戸籍係 内  1313

問  役場財政課管財係 内  2032

窓口封筒 （みほん）

広　　告
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平
成
23
年
度
に
、
家
畜
伝
染
病

予
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
家

畜（
鶏
を
含
む
）飼
養
者
は
毎
年
定

期
報
告
す
る
事
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
次
の
飼
養
者
は
忘
れ
ず

に
報
告
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
報
告

○ 

対
象
…
鶏（
青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ

ク
、
比
内
地
鳥
、
烏
骨
鶏
、
軍

鶏
、
チ
ャ
ボ
な
ど
含
む
）、
あ

ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ

ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ

　

 

鳥
類
以
外（
牛
、
馬
、
豚
、
山
羊
、

め
ん
羊
、
い
の
し
し
、
鹿
）

○ 

内
容
…
平
成
30
年
２
月
１
日
時

点
の
頭
羽
数

○ 

様
式
…
「
定
期
報
告
書
」
様
式

は
中
泊
町
農
政
課
で
配
布

　

 

つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

○ 

提
出
方
法
…
役
場
農
政
課
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参

○ 

期
限
…
３
月
５
日
㈪
ま
で

　

当
管
理
局
は
、国
有
林
の
管
理
・

経
営
に
皆
さ
ま
の
声
を
役
立
て
て

い
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員
…
48
人
程
度

■ 

募
集
期
間

　

平
成
30
年
２
月
９
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

■ 

任
期

　

 

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

■ 

内
容

　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
現
地
見

学
会
・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
な
ど

　

詳
し
く
は
、
問
合
せ
先
ま
で
。

【受けよう特定健診】
　特定健康診断を受けると、本人はもちろんですが、小泊診療所でも地域
住民の健康状態を知ることができます。また、皆様の治療の際にも大変役
立ちます。
　特定健診を受けて普段から自分の健康状態を１年に1度は確認し、これ
までの自分の健康状態と比較して、病気の予防や早期発見、早期治療に繋
げて欲しいと願っております。
　まだ受診されていない40歳以上の国保と後期高齢加入の人は、特定健
診を受けて自分の健康管理にお役立てください。
■対 象 者…40歳以上の国民健康保険または後期高齢者医療保険加入者
■個人負担…500円（課税世帯）または無料（後期または非課税世帯）
■受診期限…平成30年２月28日まで

■内容
　　 問診・血圧測定・心電図検査・貧血検査・血中脂質検査（コレステロ

ール）・肝機能検査・血糖検査（糖尿病）・尿検査（腎臓病）

＊受診を希望される人は、診療所の窓口にてご相談ください。

役場総合戦略課、小泊支所にあるチラシに付いている応募
用ハガキ、官製ハガキ、または電子メールにて、郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、職業（学
校名・学年）を記載し、バスの愛称およびその愛称命名の
理由をお書きのうえ、下記あて先へお送りください。
応募はどなたでも可能ですが、お一人様１点までとさせて
いただきます。

　〒⓪❸⓪－❶❺⓪❷ 青森県東津軽郡今別町大字今別字今別167
　 今別町役場企画課内　奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間

バス運行協議会事務局まで
〈受付メールアドレス〉kikaku@town.imabetsu.lg.jp

平成30年１月19日㈮まで　※当日必着のこと

○ 応募愛称が著作権や商標権、その他の第三者の権利を侵
害する恐れがないものであること。

○応募愛称は自作、未発表のものであること。
○応募に要する経費は、応募者負担とすること。
○ 応募者の個人情報は、当協議会において管理し、当募集

以外の目的には使用しません。ただし、受賞者は作品と
ともに、氏名・市町村名・職業（学校名・学年）をホーム
ページなどで公表させていただきます。

　会長賞………１点 10,000円相当の特産品　　　　　　
　副会長賞……２点 5,000円相当の特産品　　　　　　
　優秀賞………10点 2.000円相当の特産品　　　　　　
　※ 特産品は五所川原市・中泊町・今別町・外ヶ浜町の特

産品となります。

○協議会で選考委員会を開催し、審査します。
○各賞該当者には直接通知します。（平成30年２月中旬）

愛称使用の権利は、奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス
運行協議会に帰属します。また、愛称は協議会、五所川原
市、中泊町、今別町、外ヶ浜町などで作成するパンフレッ
トや弘南バス車両などに使用します。

奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス運行協議会
　℡0174－35－3012 ／ ☎��  0174－35－2298
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☎小泊診療所だより ☎ 64－2117

北海道新幹線開業から運行している当バスが、多くの人に親しまれ、
ご利用いただけるような「愛称」をつけてください。

あて先

応募のしめきり

応募の条件

応募方法

賞　　品

審査と結果発表

愛称の使用

問合せ先

運営・問合せ
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１ 募 集概要…中泊町では、人口減少および高齢化の進行が著しい地区の状況把握のほか、新たな地域自治コミュニテ
ィ活動を支援することを目的に、中泊町集落支援員（以下「集落支援員」という。）を募集します。

２ 活動地域…集落支援員が状況把握をする地区は、下前地区、折戸地区を対象にします。
３ 業務内容…集落支援員は次に掲げる業務を行います。
　　⑴担当地区の巡回および状況把握や住民の意見集約に関する業務
　　⑵担当地区の課題解決および維持活性化のための具体的方策の検討および実施に関する業務
　　⑶地域の情報発信に関する業務
　　⑷空き家の有効利用および移住・定住の促進に関する業務
　　⑸その他、地域力の維持・強化に資するために町長が必要と認めた業務
４ 募集人員…２人
５ 募集要件…次の要件を全て満たす人とします。
　　⑴平成30年4月2日時点で満20歳以上の人
　　⑵地方公務員法（昭和25年法律第261号）第16条に規定する欠格条項に該当しない人（注1）
　　⑶ 業務に専任できる人（町の公職に就いて、集落支援員と同種の任にあたっている人は対象外となります。
　　　例：行政嘱託員、民生児童委員など）
　　⑷地域の実情に精通し、かつ、地域の活性化に深い熱意をもって積極的に活動できる者
　　⑸心身ともに健康で、かつ、誠実に職務を遂行できる人
　　⑹普通自動車第1種運転免許を有する人
　　⑺性別、現住所は不問ですが、採用された場合は平成30年4月1日から中泊町に居住すること
６ 任 用形態・期間…中泊町集落支援員設置要綱（平成29年中泊町告示第121号）に基づき任用します。任用期間は平成

30年４月１日から平成31年３月31日までです。 （町が集落支援員本人に対して業務上必要であると判断した場合
は、その後は１年ごとに更新できます。最大３年間まで更新の可能性があります。）

７ 勤務条件など
　　⑴報酬…月額171,520円（予定）
　　　※この月額から所得税や社会保険料などの本人負担分が控除されます。なお、賞与・手当・退職金はありません。
　　⑵休日…月曜日、土曜日、日曜日、国民の祝日および12月29日から１月３日までの間
　　⑶有給休暇…８日（週４日勤務：８日×12ヶ月÷12）
　　⑷勤務地…中泊町役場　小泊支所
　　⑸勤務日…原則として毎週火曜日から金曜日（祝祭日を除く）
　　⑹勤務時間…午前５時から午後10時までの間の７時間45分
　　　※ 基本となる１週間勤務日は火曜日から金曜日までの午前８時15分から午後５時までの間ですが、週によって

は勤務日または勤務時間帯が変わる可能性があります。
８ 応 募方法…市販の履歴書（A4サイズ）に必要事項を記入の上、提出日３か月以内に撮影した顔写真を貼り、直接持参

または郵送してください。
　　　※履歴書は封筒に入れ、表に「集落支援員申込書」と朱書きしてください。
　　　※応募に係る経費はすべて応募者の負担となります。
９ 応募受付期間…平成30年１月12日㈮から平成30年２月13日㈫ 午後５時まで必着
　　　※当該期間において募集人員に満たない場合は、追加募集を実施する場合もあります。
10 選考方法
　　⑴第１次選考（書類選考）…書類選考の上、結果を応募者に文書で通知します。　【提出書類】履歴書
　　⑵ 第２次選考（面接）…第１次選考合格者を対象として、中泊町役場にて面接を行い、その結果を応募者に文書で通

知します。
　　　※第２次選考に要する経費（交通費など）は応募者の負担となります。
　　　※第２次選考結果をもって最終選考結果とします。
11 応募・問い合わせ先…役場総合戦略課　企画係
（注1） 地方公務員法　（欠格条項）
第 十六条　次の各号のいずれかに該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、又は競争試験若しくは選考を受

けることができない。
　一　成年被後見人又は被保佐人
　二　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　三　当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から二年を経過しない者
　四　人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、第六十条から第六十三条までに規定する罪を犯し刑に処せられた者
　五　 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他

の団体を結成し、又はこれに加入した者

平成30年度 中泊町集落支援員募集要項 問  役場総合戦略課企画係
内  2022

小泊中学校改築計画に係るアンケート調査結果を公表します
問  教育委員会総務学務係 内  1931
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広 告

　新たに郵便局前、向町バス停に停車いたします。ダイヤは夏季・冬季ともに変更ありません。小型バス１台（乗客席数25人）
となり、車両には「中泊町地域連絡バス」と表示しています。
⃝1乗降につき200円。小学生以下無料　⃝運行回数…小泊発 １日２便 ／ 武田発 １日２便
※印以外の乗降場所は、弘南バスの路線バス停留所と同じ場所です（旧市浦村地区のバス停では乗降できません）
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往 路 （小泊診療所始発） 午前の便 午後の便
乗　降　場　所 発車時刻 発車時刻

1 ※小泊診療所玄関前 9時00分 14時15分
2 　小泊小学校前 9時01分 14時16分
3 　小泊新町 9時01分 14時16分
4 　旧小泊支所 9時02分 14時17分
5 　派立（小泊） 9時03分 14時18分
6 　浜町 9時03分 14時18分
7 ※漁火センター玄関前 9時04分 14時19分
8 　片町 9時05分 14時20分
9 　小泊漁協前 9時06分 14時21分
10 　展望所前 9時08分 14時23分
11 　下前南口 9時10分 14時25分
12 　下前（すくすくしたまえ館） 9時11分 14時26分
13 　立松 9時12分 14時27分
14 　下前（すくすくしたまえ館） 9時13分 14時28分
15 　みなと 9時14分 14時29分
16 　折戸 9時16分 14時31分
17 　雄の湯温泉 9時18分 14時33分
18 　今泉北口 9時36分 14時51分
19 　唐崎 9時36分 14時51分
20 　今泉 9時38分 14時53分
21 　今泉南口 9時38分 14時53分
22 　昆布掛 9時40分 14時55分
23 　下薄市 9時40分 14時55分
24 　薄市 9時41分 14時56分
25 　上薄市 9時42分 14時57分
26 　下高根北 9時42分 14時57分
27 　中里高校前 9時43分 14時58分
28 　下高根 9時43分 14時58分
29 　冷水 9時45分 15時00分
30 　上高根 9時46分 15時01分
31 　上高根南 9時46分 15時01分
32 　尾別学校前 9時47分 15時02分
33 　尾別 9時47分 15時02分
34 　訓練校前 9時48分 15時03分
35 　向町 9時51分 15時06分
36 　郵便局前 9時52分 15時07分
37 ※中泊町中央公民館玄関前 9時53分 15時08分
38 　下派立 9時54分 15時09分
39 ※商工会前 9時55分 15時10分
40 　中里駅前 9時56分 15時11分
41 ※中泊町役場・パルナス前 9時58分 15時13分
42 ※八幡団地前 10時00分 15時15分
43 ※ピュア前 10時02分 15時17分
44 ※福浦（塚本自転車店前） 10時04分 15時19分
45 ※鶴寿荘前 10時04分 15時19分
46 ※上豊岡（竹内宅前） 10時06分 15時21分
47 ※武田公民館前 10時10分 15時25分

復 路 （武田公民館始発） 午前の便 午後の便
乗　降　場　所 発車時刻 発車時刻

47 ※武田公民館 前 10時40分 15時50分
46 ※上豊岡（竹内宅前） 10時43分 15時53分
45 ※鶴寿荘 前 10時45分 15時55分
44 ※福浦（塚本自転車店前） 10時45分 15時55分
43 ※ピュア 前 10時47分 15時57分
42 ※八幡団地 前 10時49分 15時59分
41 ※中泊町役場・パルナス前 10時51分 16時01分
40 　中里駅前 10時53分 16時03分
39 ※商工会前 10時54分 16時04分
38 　下派立 10時55分 16時05分
37 ※中泊町中央公民館 玄関前 10時57分 16時07分
36 　郵便局前 11時00分 16時10分
35 　向町 11時01分 16時11分
34 　訓練校前 11時04分 16時14分
33 　尾別 11時05分 16時15分
32 　尾別学校前 11時05分 16時15分
31 　上高根南 11時06分 16時16分
30 　上高根 11時06分 16時16分
29 　冷水 11時07分 16時17分
28 　下高根 11時09分 16時19分
27 　中里高校前 11時09分 16時19分
26 　下高根北 11時10分 16時20分
25 　上薄市 11時10分 16時20分
24 　薄市 11時11分 16時21分
23 　下薄市 11時12分 16時22分
22 　昆布掛 11時12分 16時22分
21 　今泉南口 11時14分 16時24分
20 　今泉 11時14分 16時24分
19 　唐崎 11時16分 16時26分
18 　今泉北口 11時16分 16時26分
17 　雄の湯温泉 11時32分 16時42分
16 　折戸 11時34分 16時44分
15 　みなと 11時36分 16時46分
14 　下前（すくすくしたまえ館） 11時37分 16時47分
13 　 立松 11時38分 16時48分
12 　下前（すくすくしたまえ館） 11時39分 16時49分
11 　下前南口 11時40分 16時50分
10 　展望所前 11時42分 16時52分
9 　小泊漁協前 11時43分 16時53分
8 　片町 11時44分 16時54分
7 ※漁火センター 玄関前 11時45分 16時55分
6 　浜町 11時46分 16時56分
5 　派立（小泊） 11時46分 16時56分
4 　旧小泊支所 11時47分 16時57分
3 　小泊新町 11時48分 16時58分
2 　小泊小学校前 11時48分 16時58分
1 ※小泊診療所 玄関前 11時50分 17時00分

平成30年1月4日㈭より地域連絡バス運行ルートが一部変更となります
問  役場総合戦略課企画係 内  2023 問  弘南バス㈱ 小泊案内所 ☎ 64－2015

ふるさと納税 ありがとうございました
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／災害情報テレホン ☎34－2323／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

図書館 情 報

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

ン
人
形
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時
…
１
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
12

時
／
定
員
…
15
名（
定
員
と
な
り
次

第
締
め
切
り
、
小
学
生
低
学
年
以
下

は
保
護
者
同
伴
）／
参
加
費
…
無
料

◆
薄
市
小
６
年
調
べ
学
習
！

　

こ
の
ほ
ど
、
薄
市
小
６
年
生
が
来

館
し
、
常
設
展
示
を
巡
り
な
が
ら
、

中
泊
町
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　
「
貴
族
・
寝
殿
造
」
な
ど
教
科
書

の
平
安
時
代
と
は
若
干
異
な
り
、「
蝦

夷
・
竪
穴
住
居
」
が
活
躍
す
る
地
元

の
歴
史
に
驚
き
の
様
子
で
し
た
。

◆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
！

　

こ
の
ほ
ど
、
外
国
人
対
象
の
奥
津

軽
巡
見
が
開
催
さ
れ（
五
所
川
原
商

工
会
議
所
主
催
）、
博
物
館
に
も
20

人
前
後
が
訪
れ
ま
し
た
。
一
行
は
興

味
深
そ
う
に
展
示
を
眺
め
、
な
か
に

は
縄
文
の
髪
型
か
つ
ら
を
試
着
す
る

女
性
も
。
あ
い
に
く
前
後
逆
で
し
た

が
、
撮
影
会
が
は
じ
ま
り
、
大
盛
り

上
が
り
で
し
た
。
片
言
の
英
単
語
を

並
べ
た
怪
し
げ
な
解
説
で
し
た
が
、

「
モ
ノ
」
で
「
コ
ト
」
を
説
明
す
る

博
物
館
は
、
案
外
、
外
国
人
と
相
性

が
よ
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

◆
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
！

   

こ
の
ほ
ど
、
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

文
化
財
保
護
指
導
員
が
町
内
を
巡
回

し
、
国
・
県
指
定
の
文
化
財
や
、
埋

蔵
文
化
財（
遺
跡
）の
保
存
状
況
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

冬
の
企
画
展
﹁
キ
ル
ト
の
仲
間
た

ち
作
品
展
︱
春
ら
ん
ま
ん
︱
﹂！

　

冬
ま
っ
た
だ
中
で
も
、
博
物
館
の

中
で
は
お
花
が
満
開
。
春
の
息
吹
を

お
届
け
し
ま
す
。

日
時
…
１
月
14
日
㈰
〜
３
月
18
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）／
休
館
日
…

毎
週
月
曜
・
第
４
木
曜
･
祝
日
／
入

館
料
…
無
料（
た
だ
し
常
設
展
は
通

常
料
金
）

◆
キ
ル
ト
教
室
参
加
者
募
集
！

　

今
年
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ
ン
ポ

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
何
か
と
忙
し
い
た

め
、
火
気
に
対
す
る
注
意
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

火
事
の
な
い
年
末
年
始
を
迎
え
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
一
年
に
な

る
よ
う
に
、
中
里
消
防
署
で
も
努

力
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え

ま
す
。
中
里
消
防
署
で
は
火
災
な

ど
に
万
全
に
対
応
す
る
た
め
、
消

火
栓
の
除
雪
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
吹
雪
の
際
に
は
、
数
時
間
で

消
火
栓
が
雪
に
埋
も
れ
見
え
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
、

火
災
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
場
と
違
い
、
ゴ
ミ
を

出
す
場
所
も
狭
く
な
り
、
消
火
栓

の
近
く
に
ゴ
ミ
が
置
か
れ
て
い
る

の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
置

か
な
い
よ
う
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

冬
期
間
中
里
消
防
署
で
は
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
を
要
請
し
た
際
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
場
と
し

て
運
動
公
園
の
駐
車
場
を
使
用
し

ま
す
。

　

車
を
駐
車
し
な
い
よ
う
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

なんでも行政相談
日　時…１月24日㈬ 午前９時～正午
場　所…役場相談室２
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

※ 相談に来られる方は、庁舎西側出入り口をご利
用ください。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

１月17日　葛　西　嘉四次

　　　　　秋　元　武　弘

１月17日　秋田谷　徳　美

　　　　　藪　田　由比子
相談場所　役場相談室２　　　
相談時間　午前９時～正午　　
相談に来られる方は、庁舎西側
出入り口をご利用ください。　　

相談場所 日本海漁火センター
相談時間 午前９時～正午　　

○ テーマ　ベストリーダー
　　「中泊町図書館の年間貸出ベスト30」

『漫画 君たちはどう生きるか』 吉野源三郎　マガジンハウス
『西郷どん！ 前編』 林　真理子　kadokawa
『西郷どん！ 後編』 林　真理子　kadokawa
『天才棋士加藤一二三 挑み続ける人生』
 加藤一二三　日本実業出版
『逆さに吊された男』 田口ランディ　河出書房新社

　平成29年12月21日から、表のとおり最低賃金
が改正されました。

※ 詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧
になれます。

　（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）

　教育委員会では、第13回中泊町ビーチバレー
大会を次のとおり開催します。参加希望の人は、
お申込みください。
■日　時…平成30年２月４日㈰
　　　　　　８時45分～13時（予定）
　　　　・受　付…８時45分～９時15分
　　　　・開会式…午前９時30分
■会　場……小泊小学校体育館
■参加対象…中泊町に居住する中学生以上の町民
■チーム数…先着18チームで締め切り
■チーム編成…１チーム５人以内で編成する。
　　〔 試合は３人制で行ない、女性選手が常に１

人以上プレーしていること。（中学生３人で
出場する場合を除く）〕

■競技方法… ブロック・リーグ戦（21点１セット
若しくは５分間の時間制）

■参加費……無　料
■申込 方法…下記に備え付けの申込書に必要事項

を記入のうえ、申込んでください。
　　・中里地域は教育委員会社会教育課
　　　　　℡ 57－2111、FAX 57－3849
　　・小泊地域は教育委員会小泊事務所
　　　　　℡ 64－2679、FAX 64－3722
■申込締切…平成30年１月17日㈬
■そ の 他
　⑴ 中里地域は送迎バスを次のとおり運行します

のでご利用ください。
　☆送 迎時間…8：00（武田公民館）→ 8：10（中央

公民館）→ 8：20（内潟郵便局前）→8：25
（今泉GSスタンド前）→8：55（小泊小学校
体育館）

　⑵ 申込みチームが８チームに満たない場合は開
催が中止となります。

青森県特定（産業別）
最低賃金件名

時間額（円）
改正後 改正前

鉄鋼業 855 835

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

785 765

各種商品小売業 777 758

自動車小売業 817 798

（参考） ※平成29年10月６日改正

青森県最低賃金 738 716

VOL.76

【
☎
69－

１
１
１
１
】

火
事
の
な
い
明
る
い
年
を
！

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

青森県特定（産業別）
最低賃金改正のお知らせ

☎  017－734－4114
問  青森労働局労働基準部賃金室

第13回中泊町ビーチボール
バレー大会　参加者募集

問  教育委員会社会教育課 内  1924

ヘ
リ
ポ
ー
ト
確
保
の
お
願
い
！

冬
季
の
消
火
栓
に

つ
い
て
の
お
願
い
！
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1 木

2 金

3 土 10：00～16：00

10：00～16：00

漁火センター図書室開放
すくすくしたまえ館図書室開放

4 日 ９：00～

11：00～

第2回蕎麦打ち体験教室（中央公民館）
第2回蕎麦打ち体験教室（中央公民館）

5 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

6 火

7 水 12：50～ 2歳6か月児歯科健診（中里保健センター）

8 木

9 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

10 土 10：00～16：00 小泊小学校体育館開放

11 日 10：00～15：00 イガ米きてけフェア（青森市 アスパム）

12 月 10：00～15：00 イガ米きてけフェア（青森市 アスパム）

13 火 10：00～15：00 イガ米きてけフェア（青森市 アスパム）

14 水

15 木

2　月
16 火

17 水

18 木 18：00～ こころの健康づくり学習会

19 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

20 土 10：00～16：00

10：00～16：00

漁火センター図書室開放
すくすくしたまえ館図書室開放

21 日

22 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

23 火

24 水

25 木 乳児健診（中里保健センター）

26 金

27 土 10：00～16：00 小泊小学校体育館開放

28 日

29 月 10：00～ 運動教室（中央公民館）

30 火

31 水

1　月

木　

村　

忠
四
郎 

87 

（
上
高
根
）

小　

寺　

哲　

治 

58 

（
薄
市
下
）

宮　

越　

利　

夫 

58 

（
尾　

別
）

大　

川　

ユ
キ
ノ 

100 

（
大
沢
内
）

成　

田　

政　

弘 

88 

（
向
町
上
）

田　

中　

兼　

義 

92 

（
大
沢
内
）

福　

士　

英　

男 

81 

（
薄
市
下
）

奈　

良　

一　

代 

81 

（
二
タ
見
）

鈴　

木　

兼　

昭 

79 

（
入　

舟
）

熊　

木　

正　

義 

79 

（
新
町
１
）

永　

坂　

日
出
治 

70 

（
花
丘
町
）

升　

田　

き
み
い 

93 

（
新
町
１
）

升　

田　

一　

惠 

80 

（
小
泊
派
立
）

竹　

谷　

俊　

子 

74 

（
温
泉
町
）

珍
田　

律り
い
か花 

（
女
・
悠
樹
） 

派
立
上

内
海　

颯そ
あ
ら桜 

（
男
・
祐
奨
）小
泊
派
立

山
田　
　

蒼あ
お 

（
男
・
雅
一
） 

下
前
上

玉
熊　

真ま

白し
ろ 

（
女
・
大
地
） 

浜　

町

　

山　

本　

太　

樹 

（
平
内
町
）

　

澤　

田　

愛　

野 

（
富　

野
）

　

一　

戸　

優　

輔（
五
所
川
原
市
）

　

下　

山　

佳
菜
絵 

（
薄
市
上
）

　

五
十
嵐　
　
　

信 

（
派
立
上
）

　

長　

利　

明　

菜 

（
上
豊
岡
）

岩　

間　

一　

子 

81 

（
薄
市
下
）

木　

村　

静　

子 

90 

（
五　

林
）

木　

村　

サ　

ダ 

89 

（
上
高
根
）

長　

利　

サ
ク
ラ 

96 

（
下
豊
岡
）

（
11
月
届
出
分
）

※ 

今
回
の
健
診
で
は
、
全
て
の
お
子
さ

ん
に
虫
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
特
定
健
診

　

町
で
は
、
集
団
健
診
の
他
に
委
託

医
療
機
関
で
個
別
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
に
1
度
は
健
診
を
受
け
、

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

■ 
対
象
者
…
40
歳
以
上
74
歳
の
国
保

加
入
者
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者

■
期
間
…
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

◎
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

■ 

対
象
者
…
〈
子
宮
〉
20
歳
以
上
、

〈
乳
〉
40
歳
以
上
の
ど
ち
ら
も
偶

数
年
齢
の
人（
昨
年
度
受
診
し
て

い
な
い
人
）、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

が
通
知
さ
れ
て
い
る
人

■
期
間
…
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

※ 

個
別
健
診
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
町
民
課（
保
健
指
導
係
）に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
受
診
券
と

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
人

は
、
そ
の
ま
ま
受
診
で
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
、
病
気
ご
と
に
接
種

の
時
期
が
あ
り
ま
す
。
体
調
や
他
の

予
防
接
種
と
の
間
隔
な
ど
を
考
慮
し
、

計
画
的
に
進
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
接

種
期
間
が
短
い
も
の
は
注
意
が
必
要

で
す
。
送
付
さ
れ
た
予
防
接
種
の
案

内
と
予
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
麻
疹
・
風
し
ん

■ 

対
象
者
…
《
第
１
期
》
生
後
12
月

か
ら
24
月
に
至
る
ま
で
。《
第
２

期
》
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
者

（
小
学
校
就
学
前
の
年
長
児
） 

■
接
種
回
数
…
各
１
回

◎
水
痘

■ 

対
象
者
…
生
後
12
月
〜
生
後
36
月

に
至
る
ま
で（
３
歳
の
誕
生
日
前

日
ま
で
）の
者

■
接
種
回
数
…
２
回

◎
ジ
フ
テ
リ
ア・破
傷
風︵
２
種
混
合
︶

■ 

対
象
者

 

11
歳
以
上
13
歳
未
満
の
者

■
接
種
回
数
…
１
回

◎
日
本
脳
炎

※
特
例
対
象
者
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
の
積
極
的
勧
奨
の
差
し

控
え
の
対
象
と
な
っ
た
お
子
さ
ん

（
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）で
、
１
期
、２

期
の
接
種
を
逃
し
た
人
は
、
20
歳
ま

で
の
間
に
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

日
本
脳
炎
は
未
接
種
者
が
多
く
、

平
成
21
年
２
月
よ
り
通
常
の
定
期

予
防
接
種
と
し
て
再
開
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
ご
確
認

の
上
、
計
画
的
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

◎
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　

町
で
は
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
人

に
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
個
別
通
知
し
て
お
り
ま

す
。
希
望
の
人
は
指
定
医
療
機
関
を

ご
予
約
の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
者
…（
平
成
30
年
３
月
31
日

時
点
で
の
満
年
齢
）65
歳
・
70
歳
・

75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95

歳
・
100
歳

■ 

接
種
費
用
…
医
療
機
関
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。（
接
種
料
金
の
う
ち
、

町
が
３
，０
０
０
円
を
助
成
）

中村　綸
りん

 ちゃん
（宮野沢）

成田　煉
れん

 ちゃん
（五　林）

荒関嶺
れい
志
じ

 ちゃん
（向町上）

外崎沙
さ
優
ゆ

 ちゃん
（宮野沢）

工藤色
いろ
華
は

 ちゃん
（若葉町）

廣海ひかり ちゃん
（今泉上）

加藤優
ゆう
惺
せい

 ちゃん
（派立上）

古川慎
しん
一
いち
郎
ろう

 ちゃん
（尾　別）

米塚羽
う
音
た

 ちゃん
（福　浦）

佐野詩
し
織
おり

 ちゃん
（田茂木）

打越結
ゆ
衣
い

 ちゃん
（八　幡）

武田　陽
よう

 ちゃん
（派　立）

伊南歩
ふ
海
う
樹
き

 ちゃん
（入　舟）

11月末現在（前月比）

人　口 11,432人（－14）
　男　 5,395人（－９）
　女　 6,073人（－５）
世帯数 5,133（＋９）
出生　７  ／  死亡　19
転入　17  ／  転出　19

人のうごき

（（（

１
歳
６
か
月
児
健
診
に
て

（
１２
月
７
日
実
施
）

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

　

今
年
の
健
診

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
学
習
会

　
健
康
講
座

　
『 

ス
ト
レ
ス
の
こ
と
を
知
っ
て

こ
こ
ろ
も
体
も
健
康
に
』

講
師
…
青
森
大
学
社
会
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　

藤
林　

正
雄 

氏

日
時
…
１
月
18
日
㈭

　
　
　

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場
…
役
場
１
階 

小
会
議
室

む
し
歯
の
な
い
子
の
紹
介

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口



　漬物が美味しくなる季節、津鉄応援直売会と
金木地区生活研究グループ連絡協議会が、12
月３日㈰、津軽中里駅の「駅ナカにぎわい空間」
で駅舎漬物まつりを開催しました。大沢内駅舎
ではじまったこのまつりは、10回目となりま
した。
　開会式では、主催者を代表して佐藤イネ子さ
ん（薄市下）が「この地域を少しでも元気づけた
いと始めました。今年の漬物もとても美味しい
のでぜひ食べてください。最後まで楽しんでい
ってください」とあいさつしました。
　漬物まつりでは、実演を通じて美味しい作り
方を紹介しています。今回は、漬物名人の「ゆ
ず大根の即席漬」の作り方を実演しました。来
場者たちは、名人の技を学ぼうと説明を聴いた
り、メモを取っていました。
　また、会場では、つきたてもちの振る舞いや

漬物、野菜などが販売され、地元住
民や津軽鉄道の利用者などが楽しみ
ました。

　中里小学校の５年生が総合学習の一環として、
11月30日㈭小学校の調理実習室で「メバ焼き！」
の体験学習を行いました。体験学習は、メバ焼き！
を考案した中里高校SBP（ソーシャルビジネスプロ
ジェクト）同好会のメンバー４人が協力しました。
　まず高校生が手本を披露。きれいなメバ焼き！に
児童からはおどろきの声が聞こえてきました。その
後、児童らは高校生の指導のもと、一つ一つ作業を
進めていきました。初めは、形がくずれたり、焦げ
たりしましたが、慣れてくるときれいなメバ焼き！
ができました。

　メバ焼き！作りを手伝った高校生らは「おいし
くできてよかった。わたしたちが考えたメバ焼
き！を知ってもらい、たくさんの人に食べて欲し
くてお手伝いしました」と笑顔で話していました。
児童らは、出来たて熱々のメバ焼き！を頬張りな
がら「自分で作ったメバ焼き！はすごく美味しい。
難しいと思ったけど上手にできてよかった」と満
足そうに話していました。

美味しい漬物を伝授 駅舎漬物まつり

広
報 

な
か
ど
ま
り 
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 u
p! 今月の

イチ押し 美味しく出来たよ！ メバ焼き！中里小学校５年生が
メバ焼き！体験学習


